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保 護 者 の 皆 様 へ

　港区教育委員会は、目指すべき子どもの姿「夢と生きがいをもち、自ら学び、考え、行動
し、未来を創造する子ども」の実現に向けて、地域や伝統に即した特色ある開かれた学校づ
くりに取り組んでおります。
　港区らしい特色を備えた教育として、国際色豊かな地域特性を生かした国際理解教育が
挙げられます。例年、小・中学生を対象にオーストラリアでのホームステイや現地校での体
験入学を行う海外派遣事業を行っており、外国の自然や文化、社会に直接触れることを通し
て、国際理解や国際感覚の基礎を育む機会を設けています。また、国際理解教育の集大成
として、令和6年度からは区立中学校3年生を対象にシンガポールヘの海外修学旅行を実
施しています。
　その他にも、デジタル教科書やタブレットパソコン等、ICT機器を活用した学びを深める
魅力ある授業の展開や、地元企業や大学等の地域の教育力・教育資源を生かした体験的
な学習を実施するなど特色ある教育を実施しています。
　また、区立中学校のすべての部活動に部活動指導員を配置し、生徒が専門性の高い指導
を受けられる環境を整えるとともに、すべての区立小学校で、外国語・体育・理科・社会
等の教科を教科担任が行う教科担任制を実施するなど、質の高い学びの提供と教員の働き
方の両立を支援する取組を強化しています。
　さらに、令和6年6月からは、区立中学校に在籍する全ての生徒を対象に平日週2日、中
学3年生はさらに土曜日を追加した進路支援講座「みなとチャレンジ」を開講し、学力向上
及び進路実現のサポートをしています。
　本冊子では、区立小学校19 校、区立中学校10 校（うち小中一貫教育校4校）の概要を
まとめています。
　区立小・中学校の特色を御理解いただくとともに、学校を選択する際に御活用いただけ
れば幸いです。
　来春、期待と意欲をもって御入学いただきますお子様を、すべての区立小・中学校でお待
ちしています。

令和６年９月
港区教育委員会教育長　浦田　幹男



学校選択希望制について
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　港区では、お住まいの住所地の通学区域の学校に就学することを原則としていますが、希望する
場合には、入学する学校を選択できる「学校選択希望制」を実施しています。　
 令和7年4月新入学対象者

　
 選択希望できる学校の範囲
　小学校　通学区域の学校(指定校) 又は 隣接校
　中学校　通学区域の学校(指定校) 又は その他の港区立全中学校　

 選択の方法（新入学の場合）
■学校選択希望票の送付※
10月中旬に、対象者の皆さんに関係書
類をお送りします。
10月末になっても書類が届いていない
場合や紛失した場合は、お問い合せく
ださい。
※外国籍のお子さんは事前に申込みが
必要です。住民登録のある方には10
月上旬に入学申込み手続きに関する
ご案内をお送りします。

■学校選択希望票の申請
11月上旬締切

■応募状況の公表
　11月下旬に区立小・中学校、区立幼稚
園、区立保育園等に掲示します。また
区のHPにも掲載します。

■抽選の実施（抽選実施校のみ）
学校毎に入学可能人数を「受入れ可能
数」として設定します。「受入れ可能
数」を超えて応募があった場合、通学
区域外からの入学希望者を対象に抽選
を行うことがあります。

■就学通知書の発送
　１月中旬
　
 学校を選ぶときのお願い
◎通学は、徒歩又は電車・バスを利用してください。通学のための自転車の利用や車での送迎は
禁止しています。通学は毎日のことですので、お子さんの通学にかかる負担等を考慮し、学校
を選択してください。また、学校までの経路の安全性についても事前に確認をお願いします。

◎学校の教育活動は、保護者や地域の皆さんの理解と協力によって支えられています。入学後
は、学校行事、ＰＴＡ活動、地域の行事等へ積極的に参加・協力をお願いします。
【問い合わせ先】学務課学事係　電話　3578-2111（代表）　内線　2726～2729

【小学校隣接校一覧】
学校名

白　金 高輪台・白金の丘学園白金の丘

お台場学園
港　陽 御成門学園御成門・芝・芝浦・港南・芝浜

赤坂学園
赤　坂 青山・麻布・御成門学園御成門

東　町 麻布・南山・本村・白金の丘学園白金の丘・御田・赤羽
笄 麻布・青山・青南・本村・南山

麻　布 御成門学園御成門・赤坂学園赤坂・青山・笄・南山・
東町・赤羽

芝 御成門学園御成門・赤羽・御田・芝浜・お台場学園港陽

隣接校
御成門学園
御成門 赤坂学園赤坂・麻布・赤羽・芝・お台場学園港陽

赤　羽 御成門学園御成門・麻布・東町・御田・芝
芝　浦 御田・芝浜・高輪台・港南・お台場学園港陽
芝　浜 芝・芝浦・御田・お台場学園港陽

御　田 芝・赤羽・東町・
白金の丘学園白金の丘・高輪台・芝浦・芝浜
御田・白金の丘学園白金の丘・白金・港南・芝浦高輪台

御田・東町・本村・白金・高輪台白金の丘学園
白金の丘

芝浦・高輪台・お台場学園港陽港　南

南　山 麻布・笄・本村・東町
南山・笄・白金の丘学園白金の丘・東町本　村

青　山 赤坂学園赤坂・青南・笄・麻布
青　南 青山・笄

※港区外からの転入者は、一定期間のみ選択希望できます。また、選択希望を受け付けることができない学校・学年がありますの
で、事前に学務課にお問合せください。

※選択希望を受け付けることができない学校・学年がありますので、事前に
学務課にお問合せください。

　小学校　平成30年(2018年)４月２日生～平成31年(2019年)４月１日生
　中学校　平成24年(2012年)４月２日生～平成25年(2013年)４月１日生

●学校選択希望制について
●港区立小・中学校の位置・通学区域一覧
●港区の幼・小中一貫教育について
　御成門アカデミー
　三田アカデミー
　高松アカデミー
　港南アカデミー
　白金の丘アカデミー
　六本木アカデミー
　高陵アカデミー
　赤坂アカデミー
　青山アカデミー
　お台場アカデミー 
●小学校
　芝小学校
　赤羽小学校
　芝浦小学校
　芝浜小学校
　御田小学校
　高輪台小学校
　白金小学校
　港南小学校
　麻布小学校
　南山小学校
　本村小学校
　笄小学校
　東町小学校
　青山小学校
　青南小学校
●中学校
　三田中学校
　高松中学校
　港南中学校
　六本木中学校
　高陵中学校
　青山中学校
●小中一貫教育校
　御成門学園　御成門小・中学校
　白金の丘学園　白金の丘小・中学校
　赤坂学園　赤坂小・中学校
　お台場学園　港陽小・中学校
●港区の特別支援教育について 
●港区の日本語学級・English Support Courseについて 
●「放課ＧＯ→」・「放課ＧＯ→クラブ」について
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港区立小・中学校通学区域一覧表

★
★

★
★

赤坂学園
赤坂小

赤坂学園
赤坂中

※ ※

御
成
門
学
園

御
成
門
中

御成門学園
御成門小

港区立小・中学校の位置

通　　学　　区　　域 通　　学　　区　　域

御
成
門
学
園

御
成
門

芝1丁目、2丁目、3丁目4番～ 6番、4丁目
芝浦1丁目1番～ 5番
海岸2丁目

芝3丁目1番～ 3番・7番～ 43番
三田1丁目、2丁目
芝5丁目
三田3～ 5丁目
高輪1丁目4番・5番

高輪1丁目6番～ 27番、2～ 4丁目

白金2丁目6番・7番
白金台1～ 3丁目、4丁目1番～ 5番・7番～ 19番
白金台5丁目13番～ 25番

南麻布2丁目15番、3丁目22番、4丁目13番～ 15番
高輪1丁目1番～ 3番
白金1丁目､2丁目1番～ 5番､3 ～ 6丁目
白金台4丁目6番・20番、5丁目1番～ 12番

芝浦1丁目6番～16番、芝浦2～3丁目
海岸3丁目1番～3番、14番～19番、22番～30番

芝浦4丁目
海岸3丁目4番～13番、20番、21番、31番～33番

御成門学園
御成門

芝

赤　羽

御　田

高輪台

白　金

白金の丘学園
白金の丘

芝　浜

芝　浦

港　南 港南1～ 5丁目

麻布十番1丁目、2丁目1番～ 8番
元麻布1丁目1番～ 4番、2丁目5･6番･11番～ 13番
元麻布3丁目1番～ 3番・5番～ 13番
六本木5丁目9番～ 14番、6丁目
麻布十番2丁目9番～ 21番、3丁目、4丁目
南麻布1丁目3番～ 24番、2丁目2番～ 8番･10番～ 13番
元麻布1丁目6番・7番
南麻布1丁目1番･2番･25番～ 27番､2丁目1番･9番･14番
南麻布3丁目1番～ 21番、4丁目1番～ 12番
元麻布1丁目5番、2丁目7番～ 10番・14番
南麻布5丁目
元麻布2丁目1番～ 4番、3丁目4番
西麻布1丁目、2丁目1番～ 17番・20番～ 26番
西麻布3丁目、4丁目
六本木7丁目23番
六本木2丁目
元赤坂1丁目、2丁目
赤坂1～ 9丁目
南青山1丁目13番～ 26番
南青山1丁目1番～ 12番、2丁目、3丁目1番～ 4番
南青山4丁目1番～ 9番
北青山1丁目、2丁目、3丁目1番～ 4番
西麻布2丁目18番・19番
南青山3丁目5番～ 18番、4丁目10番～ 28番、5～ 7丁目
北青山3丁目5番～ 15番

台場1丁目、2丁目

三
　
　田

高
　松

白
金
の
丘
学
園

白
金
の
丘

港
　南

六
　
　本
　
　木

高
　
　陵

赤
坂
学
園

赤
　坂

青
　
　山

お
台
場
学
園

港
陽

海岸1丁目
東新橋1丁目、2丁目
新橋1～ 6丁目
西新橋1～ 3丁目
浜松町1丁目、2丁目
芝大門1丁目、2丁目
芝公園1～ 3丁目、4丁目7番～ 10番
虎ノ門1～ 5丁目
愛宕1丁目、2丁目
麻布台1丁目11番

芝公園4丁目1番～ 6番、
麻布狸穴町、麻布永坂町
麻布台1丁目1番～ 10番、2丁目、3丁目
六本木1丁目､3丁目､4丁目
六本木5丁目1番～ 8番･15番～ 18番
六本木7丁目1番～ 22番
東麻布1～ 3丁目

麻　布

南　山

東　町

本　村

赤坂学園
赤　坂

青　山

青　南

お台場学園
港　陽

笄

小学校
学校名

小学校
学校名

中学校
学校名

中学校
学校名

お台場学園港陽小・中

白金の丘学園白金の丘小・中

小中一貫教育校
中学校
小学校

★

★

★

港区の幼・小中一貫教育について
　各園・小中学校の伝統、校風、文化を尊重しつつ、各園・小中学校が、中学校通学区域を単位として、授業の質の
向上や地域に根ざした教育を進めます。港区の特色を備えた質の高い、幼・小中一貫教育を推進しています。

近年、学校生活への適応という面では、小学校や中学校段階での校種の段差による環境の変化に対応できず、
いわゆる小１問題、中１ギャップといわれる不登校などの学校不適応を起こす子どもが増えています。
こうした状況に対応するため、港区教育委員会では、幼児期の教育（３年間）から、小中学校の義務教育（９年間）

を連続したものと捉え、１２年間を見通した指導方針のもとで子どもたちを育てる幼・小中一貫教育に取り組ん
でいます。
平成２２年４月、港区内で初めての小中一貫教育校「お台場学園」に続き、平成２７年４月、区内２校目となる小

中一貫教育校「白金の丘学園」、令和 5 年 4月、区内 3 校目となる小中一貫教育校「赤坂学園」、そして令和６年４月、
区内４校目となる小中一貫教育校「御成門学園」を開校しました。現在、中学校通学区域を単位とする１０のグルー
プ（アカデミー）すべてにおいて、幼・小中一貫教育の一層の充実を目指し、地域の特色を踏まえた教育活動や幼
小中の子どもの交流活動、教員によるMINATOカリキュラムを活用した指導などを実施しています。

お台場学園港陽中・港陽小・にじのはし幼
白金の丘学園白金の丘中・白金の丘小・※三光幼

御成門学園御成門中・御成門小
赤坂学園赤坂中・赤坂小・※中之町幼

小中一貫教育校（★施設一体型　◎施設隣接型）　

幼・小中一貫教育（◯カリキュラム連携校）

【問い合わせ先】
教育指導担当指導主事
電話 5422-1541

虎ノ門
ヒルズ

高輪
ゲートウェイ
高輪
ゲートウェイ

※御田小学校は改築のため令和6年4月から令和10年12月まで（予定）、白金3-18-2の旧三光小学校校舎に移転中です。
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御成門アカデミー
御成門学園御成門小・中学校

御成門アカデミーの特色と基本計画

御成門アカデミー小中一貫・連携の様子

Q1 御成門アカデミーの特色は？ Q2 御成門アカデミーの基本方針は？

Q3 アカデミーで進めている研究は？ Q4 目指す児童・生徒像は？

5月 中学校参観週間
6月 小中合同研究会①

4月 春の交通安全週間・挨拶運動

8月 小中合同研修会②
　 学習ボランティア
9月 小学生体験入学
秋の交通安全週間・合同挨拶運動

10月 合唱コンクール
11月 小中合同避難訓練

小中合同落ち葉清掃
2月 中学校参観週間
小中合同研修会③

3月 卒  業  式

☆読書タイム  ☆算数タイム　☆国際交流   　☆縦割り班活動　　☆地域との交流
☆離島の小学校との交流会　　☆日本伝統文化の体験　　☆表現力を高める指導
☆体力づくり
☆オリ･パラ教育
☆地域清掃(落ち葉掃き) 
☆音楽鑑賞教室

御成門小学校 御成門中学校

小学校の教員が中学校の授業を参観します。小学校卒業後、中学校で頑
張っている姿を披露する機会にもなっています。

御成門交差点で、児童会と生徒会が一緒に挨拶運動をします。

小中学校が合同で９年間の学びについて研究しています。6月は、中学校で研究授業
を行い、協議会を通して生徒の様子や指導方法の共通理解を図っています。

発達段階における指導方法を研修するとともに、児童生徒の様子を把握
し、理解を深めるための研究を行います。

６年生が中学校に体験入学します。中学校生徒会役員から中学校生活の
説明を受けたり、授業や部活動を体験したりします。

中学校の体育館で行われる「合唱コンクール」のリハーサルの様子を高学年の
児童が見学します。中学生の素晴らしい歌声に小学生は刺激を受けています。

朝、お互いの学校の校門前を清掃します。

中学生ボランティアが小学校を訪問して、低学年の学習を手伝っています。

アカデミーの研究を検証するため中学校の教員が小学校を参観し、研究
協議を行います。次年度、中学校に入学する児童の様子を知る機会にも
なり、9年間の継続した指導に生かしていきます。

小学校・中学校相互に卒業生の歓送式での演奏を行っています。

御成門学園 御成門小学校
御成門学園 御成門中学校

住所
港区芝公園3-2-4
港区西新橋3-25-30

3431-2766
3436-3568

電話

特色ある活動やクラブ・部活動
御成門学園 御成門小学校

御成門学園 御成門中学校

特
色
あ
る
活
動

☆図書委員会による地域での読み聞かせ会
☆スウェーデン大使館との交流　　☆交通安全運動　　
☆地域防災訓練（芝地区防災訓練に参加）　☆地域清掃（落ち葉掃き）　
☆東京慈恵医科大学附属病院との連携学習　
☆全教科の授業で生徒一人一台によるタブレット授業　　☆地域行事への参加
☆運動会ダンスコンテスト・体育授業・3年生特別授業におけるダンス学習の充実

特
色
あ
る
活
動

バスケットボール部（男子・女子）　
ダンス部　水泳部　美術部　吹奏楽部
パソコン科学部　ソフトテニス部（男子・女子）
野球部　多言語部
バドミントン部（男子・女子）　

部
活
動

https://onarimon-es.minato-tky.ed.jp/

https://onarimon-js.minato-tky.ed.jp/

これまでに実施した小中一貫の取り組みです。今年度小中一貫教育校になり、さらに交流を深めていきます。

A：　目指す児童・生徒像は次の３つになります。

１　よく考え、自ら進んで学習する人
２　他者を尊重し協力してやり遂げる人
３　豊かな心とたくましい体をもつ人

人間尊重の精神を基調として、心身ともに健康で
知性と感性に富み、将来の国際社会において活躍す
る人間性豊かな児童生徒の育成を目指しています。

A：　「小中一貫教育による学力の向上と児童・生徒の主
体的な交流活動の充実」を基本方針としています。
小中合同研究（研究授業、相互の授業参観、合同

研究会等）や出前授業等を通して、小中の教員が連
携して授業力の向上と、児童・生徒の学力向上を
図っています。

御成門アカデミーは、今年度から小中一貫教
育校としてスタートした御成門小学校と御成
門中学校のアカデミーです。

校名の由来となっている『御成門』は、
徳川将軍家の菩提寺である増上寺の裏
門で、初めは御成門交差点の位置にあ
りましたが、現在は東京プリンスホテル
の敷地内にあります。
将軍が参詣する際に用いられたことから
『御成門』と呼ばれるようになりました。

小中学校に隣接する芝公園は緑豊か
で、区民の憩いの場になっているほ
か、テレビや映画の撮影も行われてい
ます。また、公園内にはみなと図書館
があり、児童・生徒にとって、身近な校
外での学習の場となっています。

A：　小中１対１で施設も隣接しているため、一貫教育
を推進しやすい環境です。子ども同士や教職員間も
顔を合わせる機会が多いため、交流や連携がしやす
いアカデミーです。
また、学区域や町会をはじめ地域・関係諸機関同
一のため、9年間という連続した流れで諸活動が浸
透しています。

A：　９年間の学びを充実させるために「主体的な判
断・行動ができ、地域に貢献する児童・生徒の育
成」を研究主題として研究を進めています。
校内研究、相互授業見学を充実させ、教員の学習
指導力の向上を図り「主体的・対話的で深い学び」
を通して、確かな学力を育成します。教科ごとに課
題を共有し、滑らかな接続を目指し、児童生徒の発
達や学びの連続性を配慮し
た教育を推進していきます。

令和６年４月１日開校
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三田アカデミー
赤羽小学校芝小学校 御田小学校 三田中学校赤羽幼稚園

４校１園カリキュラム連携型の幼・小中一貫教育の推進

三田アカデミーの研究

芝小学校
御田小学校

住所
港区芝2-21-3
港区白金3-18-2

3456-3072
3473-3436

電話
赤羽幼稚園
赤羽小学校
三田中学校

住所
港区三田2-6-2
港区三田2-6-2
港区三田4-13-13

3452-0246
3451-1988
5441-7348

電話

特色ある教育活動・取組

目指す幼児・児童・生徒像
○ともに生きるひと
○自ら行動するひと
○社会に役立つひと

生活指導目標
あいさつ：明るく元気にあいさつします。
聞く態度：体を向けて、顔を見て話を聞きます。
時　　間：決められた時間を守ります。

豊かな心・表現力
自他のよさや考えを認め、主体的に
自分の考えを伝える児童の育成

御田小学校

豊かな心
伝え合う中で自分の考えを高める児童の育成（小学校）
幼児の豊かな体験を引き出す環境の工夫（幼稚園）
～幼小接続を意識した環境整備～

赤羽小学校・赤羽幼稚園

確かな学力
自ら学び、考え、行動する生徒の育成
～「個別最適な学び」の実現に

向けた授業づくり～

三田中学校

確かな学力
筋道立てて考え、よりよい考えを見出す

児童の育成
～問題解決型の授業を通して～

芝小学校

研究主題 ともに生きる・自ら行動する・社会に役立つ子供の育成

授業研究 ４校１園で授業を見合います。他校の教員とチームティーチングを行うこともあります。

生きる力

合唱コンクール縦割り練習見学
小学校高学年の児童が中学生の合唱を聴きます。

職場体験
三田中学校の生徒が三田アカデミーの
幼稚園や小学校で職場体験をします。

赤羽幼稚園・赤羽小学校・中学校交流
三田アカデミーの小学校・中学校と交流しています。

三田中学校部活体験
夏休みに行います。

あいさつ運動
4校で取り組みます。

三田中学校作品展アカデミー交流
３校１園の作品を展示します。

三田中学校体験授業・オープンキャンパス
年に２回行います。

出前授業
中学校の教員が

小学校で授業を行います。

三田アカデミー子どもサミット
代表委員会児童・生徒会長が

「言葉遣い」「おもいやり」などのテーマについて
話し合います。

※御田小学校は令和6年度から10年12月まで、白金3-18-2の
　旧三光小学校校舎に移転中です。
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高松アカデミー
白金台幼稚園高輪幼稚園 高松中学校白金小学校高輪台小学校

白金台幼稚園
白金小学校

住所
港区白金台3-7-1
港区白金台1-4-26

3443-5666
3441-5407

電話
高輪幼稚園
高輪台小学校
高松中学校

住所
港区高輪2-12-31
港区高輪2-8-24
港区高輪1-16-25

3447-3356
5447-0616
3441-6239

電話

１　テーマを設定し、研究保育・研究授業、合同研究協議会を行うことにより、一貫教育カリキュラムを意識した
保育・授業づくりにつなげます。

２　幼稚園だより・学校だよりを通して学校間の相互理解を図ります。
３　幼・小、小・中、幼・中の交流活動を計画的に設定し、内容を充実させていきます。
４　教職員同士の交流・連携の充実を図ります。
５　「MINATOカリキュラム」を基本とした１２年間を見通した実践を行います。
６　小学校就学前カリキュラムや各園・学校の生活のきまりを互いに確認し、生活指導の系統化を図ります。

高松アカデミーの主な活動

地域に信頼され、子ども・保護者と共にある幼稚園・小中学校
～豊かに学び、豊かに生きる子どもを育成します～

『港区学校教育推進計画』基本目
標に基づいた分科会を組織して、研
究保育・研究授業を行っています。
分科会ごとに研究協議を行い、校
種を越えて学びを深めています。

高松アカデミーにおける幼・小中一貫教育

これらの実践により、各園・各校の教育の充実を図るとともに、幼・小・中の校種を超えた交流活動を促
進し、次の段階への不安感を解消し、期待を高められるようにしています。また、他者のための活動や自己
肯定感を高める活動などを通して、豊かな心を育んでいます。

自分を大切にし、人を思い
やる心豊かな子ども。

学ぶ意欲を高め、確かな学
力を定着し、夢に向かって
努力する子ども。

自ら進んで心身の健康を
保持増進し、体力を向上さ
せる子ども。

豊かに学び・豊かに生きる子ども

中学校

小学校

幼稚園

道徳教育の
推進

主体的・対話的
で深い学び

小学校入学前教育の
充実

健康な
体づくり

徳 知 体
保護者・地域の力

高松アカデミーが目指す幼児・児童・生徒像
1.自分を大切にし、人を思いやる心豊かな子ども【徳】
2.学ぶ意欲を高め、確かな学力を定着し、夢に向かって努力する子ども【知】
3.自ら進んで心身の健康を保持増進し、体力を向上させる子ども【体】

実践例1 授業研究・情報交換

幼児が小学校・中学校の校庭や
広場、体育館などで遊んだり、思い
切り体を動かしたりすることを楽し
んでいます。幼稚園の運動会を小
学校で行うこともあります。

実践例2 　　 施設利用

中学生と小学６年生が交流会を
行っています。まず中学校の授業
を体験します。次に中学校の生徒
会役員による学校生活の説明があ
り、最後に部活動を体験します。

実践例3 小学校・中学校連携

中学２年生が職場体験として、幼
稚園で、教師の仕事を体験します。
幼児の遊ぶ姿や教師の関わり方を
通して、幼稚園の教師の仕事につ
いての理解をを深めます。

実践例4 幼稚園・中学校連携

幼児が小学生と絵本の読み聞か
せやゲームを通して楽しく交流をし
ています。また、小学１年生の授業
を体験したり、2年生が準備したお
まつりを訪問したりする機会を設
け、関わりを深めています。

実践例5 幼稚園・小学校連携

アカデミー内であいさつの強化
週間を作り、あいさつ運動に取り
組んでいます。保護者・地域の方々
とのふれあいの場となるほか、あい
さつの大切さを確認できる機会と
なっています。

実践例6     あいさつ運動

これからの社会を担う子どもにとって欠かせない能力や心情の育成を目指し、
高松アカデミーでは連携教育を推し進めています
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港南アカデミー
芝浦幼稚園 港南幼稚園 港南中学校芝浦小学校 芝浜小学校 港南小学校

地域の特徴 〇令和4年度に芝浜小学校が開校し、2園4校、幼児・児童•生徒合わせて
　3200名を超す子どもが在籍している。
〇幼・小中の交流、連携が活発てある。
　・施設隣接型の連携の推進（港南幼稚園・港南小学校・港南中学校）
　・カリキュラム連携型による連携の推進（芝浦幼稚園・芝浦小学校・芝浜小学校・港南中学校）
〇高層マンション群が立ち並び、集合住宅居住の割合が高い地域である。

今年度の研究テーマ　『幼・小中一貫教育における豊かな学びの実現』
〇年３回の研究保育・授業を行い、協議して保育・授業改善に取り組んでいます。

研究活動（研究保育・研究授業）

「伝え合いによる豊かな学びの実現」を主
題として研究授業を行い、各教科の観点
から幼・小中の連携について協議をしまし
た。

「主体的に遊びこむこと」を豊かな学びの
実現として研究保育を行い、幼・小中の学
びのつながりについて協議をしました。

港南小学校の実践をもとに「協働的な学
びを手立てとした豊かな学びの実現」を主
題として研究授業を行い、手立ての有効
性について協議をしました。

６月　港南小学校 ９月　港南幼稚園 10月　芝浜小学校 港南幼稚園
芝浜小学校
港南中学校

住所
港区港南4-3-27
港区芝浦1-16-31
港区港南4-3-3

3471-7347
3769-3051
3471-0238

電話
芝浦幼稚園
芝浦小学校
港南小学校

住所
港区芝浦4-8-18
港区芝浦4-8-18
港区港南4-3-28

3452-0574
3451-4992
3474-1501

電話

港南中学校港南小学校芝浦小学校 芝浜小学校港南幼稚園芝浦幼稚園

人と関わりながら協調性や思いやりを身に付け、
様々な事象に感動する豊かな感受性をもつ子

【人との関わり】　【自己肯定感の向上】
豊かな人間性

自ら体を動かしたり、健康に関心をもってその維持・
増進に努めたり、たくましく生きる力をもつ子

【主体的な運動】
健康・体力

自ら活動する中で、研究したり表現したりすることを通じて様々
なことに気付き・考え、問題を積極的に解決しようとする子

【「気付き」の芽生え】→【問題解決活動】
確かな学力港南アカデミーとは

港南アカデミーが目指す子ども像

港南アカデミーの交流活動

思
い
や
り
を
も
っ
て

関
わ
ろ
う

働
く
楽
し
さ
を

発
見
し
よ
う

地
域
や
伝
統
文
化

を
知
ろ
う

一緒
に
遊
ぼ
う

通年「げんきアップタイム」（５歳児と２・３・５年生）
（港南幼稚園・港南小学校）

１１月「アートデー交流」（5歳児と１年生）
（芝浦幼稚園・芝浦小学校）

12月「読み聞かせ」(5歳児と5年生）
（港南幼稚園・港南小学校）

12月「あきまつり交流」（５歳児と１年生）
（芝浦幼稚園・芝浜小学校）

9月「職場体験」（全園児と２年生）
（港南幼稚園・港南中学校）

9月「職場体験」（全園児と２年生）
（芝浦幼稚園・港南中学校）

11月「総合防災訓練」（園児・児童・生徒）
(港南幼稚園・港南小学校・港南中学校)

１０月「なぎなた部との交流」(５歳児と中学生)
(芝浦幼稚園・港南中学校)
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白金の丘アカデミー
三光幼稚園 白金の丘学園白金の丘小・中学校

幼稚園

白金の丘学園白金の丘小学校

住所
港区白金4-1-12 3441-5363

電話
三光幼稚園

白金の丘学園白金の丘中学校

住所
港区白金3-13-8
港区白金4-1-12

3444-4233
3441-5361

電話

目指す幼児・児童・生徒像
☆豊かな心をもち、相手を思いやり礼節ある子
☆自ら学び、自ら考え、自ら行動する子
☆よく運動をし、強い心と健康なからだをつくる子

地域に対する愛着を育む「地域とともにある園・学校」づくりの展開
①地域の方々と学校で連携し、児童・生徒の防
災意識を高め、地域社会の一員としての役割
を果たせるよう訓練をします。

②地域の方に見守られ、支えられていることを
感じながら、一緒に梅の実を収穫しました。
園庭の栽培について、アドバイスもいただい
ています。

③近隣にお住まいで長く園に関わってくださっ
ている方々を講師としてお招きし、活動を楽
しんでいます。

④中学校のものづくり部では地域の方にご指
導いただいています。

❶地域連携防災訓練 ❷梅の実収穫 ❸地
域の方をゲストティーチャーに迎えた活動
❹地域の商店と連携したお店探検や体験

❶地域連携防災訓練 ❷梅の実収穫

❸バランスボール教室

❸英語で遊ぼう ❹ものづくり部

❸おかサポ

地域連携
地域に根差した学園へ

安全な街づくり
地域と連携した学学園へ

白金の丘アカデミーならではの「魅力ある学習活動」の展開
紙皿づくり
地域連携防災訓練の取組の１つとし
て、小学生が幼児に新聞紙を使った
紙皿の折り方を教えました。

子ども服回収ボランティア
中学生が中心となりアカデミーと地
域が連携して難民の子どもたちに服
を届ける活動を行っています。

部活動に参加
小学校4・5・6年生か
ら中学校の部活動に
参加しています。
・野球部
・バスケットボール部
・吹奏楽部
・美術部

❶紙皿づくり

❷子ども服回収ボランティア

❸部活動

小学校における中学校教員
ののり入れ指導や、幼稚園に
おける小学校教員による授
業体験を行う。

アカデミー

❶紙皿づくり ❷乗り入れ指導 ❸部活動（バスケットボール部）

１年間の流れ

学校探検

保幼小連携

職場体験
アカデミー研究会①

秋のスポーツフェスへの参加

音楽会の
 リハーサル見学

授業体験打ち合わせ

小学生が学校内を探検し、中学校の
理科室を見学しています。

学校探検４月

小学校に入学したばかりの１年生の
様子を、保育園・幼稚園の教員が参
観し、保幼小のスムーズな接続に向
けて、意見交換をしています。

保幼小連携５月

小学校教員が中学校の授業を参観し
ます。小学校卒業後の学校生活の様
子を知る機会にもなっています。

アカデミー研究会①６月

中学生が幼稚園に職場体験に行きま
した。３日間、緊張しながら、園児た
ちとふれあいました。

職場体験7月

アカデミー研究会②9月

幼児が小学校の秋のスポーツフェス
に参加し、プログラムの一部として、
ダンスを披露しました。

秋のスポーツフェスへの参加10月

小学生の演奏を幼児が見学し、憧れ
の気持ちをもつとともに、小学校の
施設に親しみをもちました。

音楽会のリハーサル見学11月

幼小中の教員が、取り合い、アカデ
ミーの研究や定期的に連絡をリーフ
レットの作成を行っています。

打ち合わせ1月

近隣の保育園・幼稚園の年長児が、小
学校１年生の授業を受ける体験をしま
す。緊張しながら授業を受ける幼児に
優しく声をかける１年生のお兄さんお
姉さんぶりが頼もしいです。

授業体験2月

子どもの「発達と成長 」を12年の期間でとらえ学ぶ時
期にしっかりとした学力を身に付けさせます。義務教育
９年間を「４-３-２」の３期に分け、基礎基本の確立・活
用・発展を目指した指導を行っています。また 幼稚園等
と小学校では、子どもの生活や教育方法等が異なってお
り、生活の変化に対応できない子どもの姿も見受けられ
ます。（小１プロブレム）「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」を共有し、幼児期から児童期への発達の流れを
長期的な視点で捉え、連携を取り、様々な交流活動をし
ながら、安心して小学校に向かえるようにします。

『しっかりと学ぶ一貫した指導』
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六本木アカデミー
麻布幼稚園 南山幼稚園 麻布小学校 六本木中学校南山小学校 東町小学校

南山幼稚園
南山小学校
六本木中学校

住所
港区元麻布3-8-15
港区元麻布3-8-15
港区六本木6-8-16

3408-4785
3403-5773
3404-8855

電話
麻布幼稚園
麻布小学校
東町小学校

住所
港区麻布台1-5-15
港区麻布台1-5-15
港区南麻布1-8-11

3583-1858
3583-0014
3451-7726

電話

港区は、日本語の他、英語・中国語・ハングルの多言語で情報を共有してきましたが、区内には約130カ国
もの国籍の外国人が暮らしているため、区はより多くの人に情報を提供できるよう、「やさしい日本語」での情
報発信を行っています。このリーフレットは、「やさしい日本語」を用いて作成しました。

六本木アカデミーは　２つの　幼稚園（麻布幼稚園、南山幼稚園）、３つの小学校（麻布小学校、南山小学
校、東町小学校）、１つの中学校（六本木中学校）、保護者、地域からできています。
六本木アカデミーは　共通の理想を　もち　協力しながら　教育を　進めています。

《六本木アカデミーは　次のような　子どもを　育てます》（目指す　幼児・児童・生徒像）
・友だちの　考えを　大切にします。近くに　住んでいる人と　協力します。　世界で活やくします。
・自分で　進んで　勉強します。　よく　考えて　新しいことに　取り組みます。
・心と　体の　健康を　大切にします。　体力を　つけます。

５歳児と ５年生が　折り紙や
絵をかいて遊びました。

５年生が　5歳児に　展覧会を
案内してくれました。

５歳児と１年生が、
水遊びをしました。

各校で　六本木アカデミー展覧会が　
行われました。

１年生が　5歳児に　学校の　ビオトープを
案内し、一緒に活動しました。

日本語のサポート

共通したルール

一緒に学びます（交流活動）

幼稚園に　中学生が　来ました。（家庭科の　保育体験）

ダンスや　砂遊び　絵本の　読み聞かせ　をして　一緒に　遊びました。

中学校に　小学生が　来ました。（体験授業・説明会）

中学校の　授業を　受けました。　中学生が　六本木中学校の　説明を　しました。

日本語が　苦手でも　六本木アカデミーは　日本での　生活を　支えます。
・日本語の　手紙を　英語に　します。（※１ESC）　　　 ※１ESC　English support course
・日本語と　英語が　分かる先生が　います。（麻布小学校・東町小学校・南山小学校・六本木中学校）
・国語と　算数を　英語で　学びます。（東町小学校・南山小学校／※１ESC）
・日本語と　日本の生活を　勉強するクラスが　あります。（麻布小学校・六本木中学校／日本語学級）

六本木中学校では　英語を　更に　勉強することも　できます。（英語科国際ネイティブコース）
日本語も　英語の学習も　応援します。

六本木アカデミーは　「しっかり話を聞く」　「あいさつをする」　「時間をまもる」　３つのルールがあり
ます。
このルールを　みんなで　守って　みんなで　成長します。
幼稚園　　小学校　　中学校の　先生たちも　みんな　応援しています。
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高陵アカデミー
　本村幼稚園　　 　本村小学校　　 　笄小学校　　 　高陵中学校

本村小学校
高陵中学校

住所
港区南麻布3-9-33
港区西麻布4-14-8

3473-1462
3409-7687

電話
本村幼稚園
笄小学校

住所
港区南麻布3-9-33
港区西麻布3-11-16

3446-3677
3404-1530

電話

「未来社会を創造的に生き
ることができる生徒」を育
てていきます。

夢を叶えたい（社会に出て
自分の得意を生かして人の
役に立ちたい）と思う児童
の育成を目指します。

人権を大切にし、心身とも
に健康で、広く国際社会に
信頼と尊敬を得られる児童
を育てます。

併設の小学校や地域の保育園と
連携し、就学を見通した教育や
異年齢保育を進めています。明る
く元気に友達と関わり遊ぶ幼児
を育てます。

笄小学校高陵中学校

本村幼稚園本村小学校

職場体験 高陵サミット高陵アカデミー
交流作品展

中学校体験 幼・小 交流幼・小・中
あいさつ運動

シンガポール修学
旅行に向けた取組

インターナショナル
スクールとの交流

高陵中学校

笄小学校
本村幼稚園

本村小学校

地域の特性を生かした活動
世界と生きる子どもたち地域の特性を生かして

地域の方との連携

フランス大使館
との交流

高齢者施設の訪問
交流を通して共生の芽を
育みます。

オーストラリアの
小学校との交流

高陵地区新春
もちつき大会

高陵地区
水遊び

ハンドベル
演奏会

キャリア講話公園の清掃活動

高陵地区
運動会

本村夏祭り

学びを継続・充実させる幼・小中一貫教育の創造

国際理解教育
世界の文化を学びます。
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赤坂アカデミー
　中之町幼稚園　　 　　　赤坂学園赤坂小・中学校

赤坂を愛し
自分を大切にし
人を思いやる
豊かな心を育む

徳
学ぶ意欲を高め
基礎学力を定着させ
夢に向かって
努力する

知
自らすすんで
心身の健康を 
保持増進し、体力
を向上させる

体

幼･小･中が１校ずつあります。令和４年度に新校舎が完成し、 令和５年度より
赤坂学園として小中一貫教育校がスタートしました。幼稚園も隣接しているた
め、子ども同士が顔を合わせる機会も多く、交流･連携がスムーズにできます赤坂アカデミーの特色

赤坂学園赤坂小学校
住所

港区赤坂8-13-29 3404-8602
電話

中之町幼稚園
赤坂学園赤坂中学校

住所
港区赤坂9-2-26
港区赤坂9-2-3

3405-7619
3402-9306

電話

赤坂学園開校記念式典
地域のお祭りの後の再現遊び 小学１年生の学習発表会を

４・５歳児が見学
赤坂学園の校庭で凧あげ

中学生による
小学校での職場体験

中学校の学習発表会を
小学生が見学

小中一貫校として
初めての運動会

地域防災訓練（いも煮会） 中学校の学習発表会 運動会の開会式

互いの授業や生活を教員が見学し合い、
感想や質問を出し合い、幼小中の教育内
容への相互理解を深める。アカデミー授業見学週間

【教員間での感想】
～小学校参観より～　　６月16日～6月22日
　・ICTを活用した授業で、ICTと教科書のそれぞれの良さを生かしながら、児童が学習の見通しをもったり、
　　知的好奇心を高めたりするための手立てがよく考えられていた 。
　・帰りの会や下校準備を低学年の児童も自分たちで進めていた。
～中学校参観より～　　９月8日～９月14日
　・教師と生徒たちのやり取りから、授業規律や授業の流れが身に付いていると感じた。
・授業の目標や目的を共有し、生徒が見通しをもって授業に参加していた。また、一人一台のタブレットを使
いこなしていた。

～幼稚園参観より～　　11月13日～11月22日
・どの学年でも、教師が幼児の目線に合わせて話を聞いたり、アドバイスをしたりしていた。
・場所や道具ごとに整理整頓のための写真があり、幼児がそれを見ながら利用していた。視覚的にルールが
理解できる環境になっていた。

小中一貫教育校として赤坂学園がスタートしたこと
を記念して、赤坂学園開校記念式典を行いました。

赤坂学園の開校記念式典を行いました。
ソーラン節や咸臨太鼓を披露しました。

中之町幼稚園の園庭が完成しました。
新しい遊具や池も設置されました。
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青山アカデミー
　青南幼稚園　　 　青山小学校　　 　青南小学校　　 　青山中学校

令和5年度の取り組み

＜青南幼稚園＞
　伝統文化に触れ親しむための読み聞かせや製作、行事を通して、「自分たちの生活の基盤
や文化」に触れてきた。また、身近な外国籍の幼児との関わりや、英語・外国語文化に触れ
る行事を通して「異なる文化」に親しんできた。さらに、保護者と一緒に園生活で様々な「体
験・経験」を共有し、互いに寄り添い、互いの成長を喜び合う関係づくりを目指して取り組ん
できた。

＜青山小学校＞
　通常の学級では百人一首や稲作体験、多言語での歌唱などを通して、日本のよさや世界の
文化について学習した。特別支援学級では、日本の昔遊びやインドの伝統料理の試食・民族
衣装を触るなどの体験活動を行った。これらの体験を通して、自国や他国の文化に興味をも
ち、休み時間に昔遊びをしたり、他国の言語を調べたりする児童の姿が見られるようになっ
た。

＜青南小学校＞
　世界の中での自己の確立を図ることをねらいとして、低学年では道徳の時間等での認め
合いの活動を通して身近な友達と関わり、中学年では学習や行事等を通して地域や他国の
方と関わる活動を行った。また高学年では、チームビルディング等の実践を通して合意形成
を図る力を身に付け、協働する力を育むことができた。学校全体として学年の発達段階を考
慮して段階的な活動を行うことができた。

＜青山中学校＞
　主体的・協働的で深い学び」の実現に向けて、「国際理解教育の推進」として各教科の学
習のほかに、地球規模の課題について生徒が自主学習に取り組んだ。互いの発表の交流を
通して、生徒一人一人がTARGET4における「異なる文化や習慣、考え方を尊重すること」
「多様な人々との話し合いの中で意見をまとめようとすること」「多様な人々と協力しようと
すること」の大切さについての意見をもつことができた。

青山小学校
青山中学校

住所
港区南青山2-21-2
港区北青山1-1-9

3403-5588
3404-7522

電話
青南幼稚園
青南小学校

住所
港区南青山4-18-17
港区南青山4-21-15

3402-0758
3404-8608

電話

港区立
青南幼稚園
《TARGET1》
主体的に学び続ける態度
と総合的な英語力の育成

港区立
青山中学校
《TARGET2》
国内外の課題を解決する
創造的・論理的思考力の
育成

港区立
青南小学校
《TARGET3》
世界の中の一員としての
自覚と自己の確立

港区立
青山小学校          
《TARGET4》
多文化共生の精神の涵養
と協働する力の育成

研究主題
「体験・経験を生かした、持続可能な社会を創るキャリア教育の推進」

～国際理解教育の実践を通して～

＜目指すアカデミー像＞
　各校・園が、開かれた学校・園づくりを進めながら、家庭と地域社会との連携を深め、協働して幼児・児童・生徒の
健全育成に努める。

＜目指す幼児・児童・生徒像＞
　地域社会の一員としての自覚をもち、心身共に健康で、知性、感性、品性を身に付けた人間性豊かな子供。
　◆みがこう　知恵と判断力　◆身に付けよう　思いやりと心のルール　◆きたえよう　心と体

グローバル化する社会の中で活躍するために
必要な資質・能力の育成

新
た
な
時
代
を

切
り
開
く

成果
〇日本の伝統や文化、　歴史への実感
〇自分や相手のよさの認知
〇多文化共生の精神の涵養と協働する
　力の大切さについて自分なりの考え

幼稚園・小学校・中学校と、
段階的、計画的に取り組め
るように、今年度の取組を
更に充実させていく。

連携

地域

家庭

ふ
れ
る
・
親
し
む

生
か
す

基
礎
を
身
に
付
け
る



おだいば

22 23

お台場アカデミー
　にじのはし幼稚園　　 　 お台場学園港陽小・中学校

お台場アカデミーの特色

　お台場の海で学ぶ環境教育を、海辺つくり研究会、芝浦港南地区総合支所、東京海洋大学、船の科学館、お台場学
園・にじのはし幼稚園保護者、地域関係者の協力のもと進めています。

お台場学園港陽小学校
住所

港区台場1-1-5 5500-2572
電話

にじのはし幼稚園
お台場学園港陽中学校

住所
港区台場1-1-5
港区台場1-1-5

5500-2577
5500-2575

電話

幼稚園・小中学校が連携・協力し、地域の方 と々一緒に子どもたちのよりよい成長を支えます。
～ 地域で育む子どもの成長 ～

5歳児は、海辺つくり研究会の方から、お台場の海の
生き物について教えていただき、保育園児・小学生と
一緒に地引網の活動に参加します。

１・２・３年生は、海の生き物を観察します。
２年生はお台場海浜公園事務所の方からお台場の海
について教えていただきます。

５年生は、海苔の養殖体験を通して、環境へ
の考察と理科的思考を深めます。

中学生は、海でマイクロプラスチックを採集したり、
実験をしたりしながら、海の環境学習を行います。

学校運営協議会（CS）の活動
　令和元年度から「コミュニティ・スクール」として、「学校運営協議会」が発足しました。年７回の会議を開
催し、学校と地域が協働して、子どもたちの豊かな成長を支えています。
　「地域コーディネーター」の協力による英語検定・漢字検定の実施や夏季休業中のサマーワークショップ
の運営等が行われています。

特色ある教育活動・身近な環境教育

目指す幼児・児童・生徒像 アカデミーの活動の重点

・感性豊かで思いやりのある子（徳）
・よく考え自ら学ぶ子（知）　
・心身ともに健康でねばり強い子（体）　
・お台場の地域を愛し、進んで地域に貢献する子
（地域）

１　施設一体型の特性を生かした幼・小中一貫教
育の充実及び保育園との連携を踏まえた特色
ある教育を推進します。

２　お台場の地域性を十分に生かし、地域や関係機
関との連携の下、子どもたちのよりよい成長を
支えます。

サマーワークショップ

アカデミーの連携した教育活動
　お台場アカデミーでは、保・幼・小中で学びの連続性を重視した教育を推進していくために、交流活動
や、研究保育および授業を行っています。令和４年度は、「すべての子が分かる！できる！授業の実現～ユニ
バーサルデザインの視点を取り入れた授業を通して～」（お台場学園）「気付き、考え、行動するにじっ子の育
成～主体性を育む環境構成や教師の援助を探る～」（にじのはし幼稚園）をテーマに研究を深めました。

保幼小連携の交流活動
（プレスクール）

お台場水族館での関わり 子どもの思いから始まる交流活動
（踊りの伝承）

幼中連携の交流活動（家庭科授業） 研究授業

日常的な
関わり

意図的・計画的な
交流活動

教員間の
連携

海苔の養殖体験 学校運営協議会

4月 運動会
5月 学習成果発表会～体育の部～

7月 中学校職場訪問

9月 お台場アカデミー研究協議会②
６年生による中学校体験授業
幼稚園児によるプール施設体験

10月 お台場地区総合防災訓練
学芸発表会（中）

6月 保健委員による園児への保健指導

お台場アカデミー　年間計画（令和５年度）

3月 お台場アカデミー研究協議会③

11月 お台場プレスクールⅠ
学芸発表会（小）

12月 9年生 家庭科授業「幼稚園実習」

2月 お台場学園作品展
お台場プレスクールⅡ

通年 合同避難訓練
読み聞かせ活動




